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会 員 の 皆様 に は 、 益々 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 
「 い わ て 未来 づく り 機構 」 は 、 皆様 の 御 支援 ・ 御 協力 を 賜り 、 設立 より 7 年 目 を 迎え る こと が で きま し た 。 本 号 で は 、 去る 11 
月 2 日 に 開催 され た 平成 26 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル を 中 心 に ご 報告 いた し ます 。 


平成 26 年 度 第 2 回 ラウ ンド テー ブル | 


平成 26 年 11 月 2 日 (日 ) の 14 時 00 分 か ら 、 エ スポ ワー ル い わ て 大 ホー ル に お いて 、 平 成 26 年 度 第 2 回 
ラウ ンド テー ブル (RT) を 開催 し 、 県 産 米 の 消費 拡大 と 人 口 減少 問題 対策 に つい て 議論 を 行い ま し た 。 

いずれ も いわ て の 未来 に 向け た 、 大 き な 課 題 で す 。R で の 議論 を 踏ま え 、 会 員 の 皆様 に お か れ て も 、 そ 
a ME ヽ の 




























ます 、 県 か ら 、 県 産 米 を 巡る 状況 や 県 な ど が 準 め る 
「 食 べ よ う ! いわ て の 美味 し い お 米 。」 運 動 に つい て 
説明 が あり まし た 。 
国民 1 人 当たり の コメ の 年 間 消 費 量 は 昭和 37 年 度 か 
ら 半 減 。 
平成 26 年 産 米 の 概算 金 は 大 幅 に 下落 
本 県 の 地域 経済 に 与え る 影響 は 約 130 億 円 と 試算 。 
「 食 べ よ う ! いわ て の 美味 し い お 米 。」 運 動 を 展開 。 


続い て 、 企 画 委員 長 で ある 岩手 銀行 の 岩田 常務 取締 
役 か ら 、 機 構 と し て 緊急 宣言 を 行い 、 安 全 で 美味 し い 
岩手 の 米 を 会 員 や 関係 団体 が 積極 的 に 食べ て いく こと 
を 提案 し 、 ラ ウン ドド テー ブル メン バー が 賛同 。 達 増 知 
事 が 宣言 を 読み 上 げ ま し た 。 

最後 に 、 出 席 者 全員 が 「 ひ と め ぼ れ 」 の 新米 で つく 
っ た お に ぎり を ほお 張り 、 力 強く 取り 組ん で いく こと 
を 誓い まし た 。 











































「 食 べ よ う 1 いわ て の 美味 し い お 米 。」 昧 急 宮 言 

米 は 、 古 より 多彩 な 食 文化 を 培い 、 県 民 の 命 と 碁 らし を 支え て きた 作物 で あり 、 米 づく り は 、 本 県 経済 を 支 
える 基幹 産 の 一 つと し て 、 ま た 美しい 県 土 や 豊か な 自然 環境 を 肥 む 基盤 の 一 つと し て 、 重 要 な 役割 を 系 た し 
て きま し た 。 

し か し 現在 、 消 紳 の 減少 な ど に より 、 平 成 26 年 の 県 産 米 の 概算 金 は 過去 最低 と な り 、 米 価 が 下落 する な 
ど 、 茂 し い 環 境 に 置か れ て いま す 。 こ の まま で は 、 米 づ 〈 り の 胡 退 を 招き 、 さ ら に は 人 入口 減少 や 地域 コミ ュ ニ 
ティ の 衣 壊 に つなが る な ど 、 本 県 の 社会 ・ 経 済 全般 に 大 き な 及 挿 を 及ぼ すこ と が 懸念 され ます 。 

この た び 、 県 や 関係 団体 な ど が 中 心 と な り 、 オ ー ル 央 手 の 取組 「 食 べ よ う !「 いわて の 美味 し い お 米 。」 運動 
が スタ ー ト し まし た 。 

いま こそ 、 私 た ち 自 身 が 、 全 国 ト ッ プ クラ ス の 品質 と 美味 し さき を 勢 る いわ て の お 米 の 素晴らし さ を 再 朗 江 
し 、 み ん な で 消 規 拡大 を 図っ て い 《 と き で す 。 

いわ て 未来 づ 《 り 機 模 は 、 こ の 運動 に 疾 同 し 、 そ れ ぞ れ の 主体 が 米 の 雪 要 喚起 と 消 乾 拡大 に 取り 組む こと 
で 、 米 づく り を 応接 し 、 上 岩 業 ・ 上 岩村 そし て 岩手 を 元気 に する こと を 、 こ こ に 宮 言 し ます 。 


平成 26 年 11 月 2 日 いわ て 未来 づく り 機 構 








まず 、 県 か ら 本 県 の 現状 と 課題 、 対 策 の 方 向 な どの 説明 が あり まし た 。 
人 口 は HS 年 の 約 142 万 人 を ピー ク に 減少 。H22 年 ・ 市 町 村 と 協力 、 県 民 総 参加 の 取組 を 推進 
133 万 人 。H52 年 に は 約 94 万 人 と 推計 。 


H25 年 の 合計 特殊 出生 率 は 1.46 (全国 1.43) 。 


社会 減 は 、18 歳 、22 歳 の 進学 ・ 就 職 期 に 顕著 。 特 
に 22 歳 前 後 で 女性 の 社会 滅 が 大 きい 。 


経済 状況 が 社会 増減 に 大 きく 影響 , 
・ 当面 、 出 生 率 と 若年 流出 ・ 還 流 促進 対策 を 強化 。 
沿岸 部 に お いて は 本 格 復興 を 強力 に 推進 。 
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続い て 、 岩 手 経済 研究 所 の 谷 藤 主席 研究 員 か ら 現 状 分 析 、 論 点 な どの 提起 が あり まし た 。 













































































県 内 で も 地域 別に 人 口 動 向 は 異な る 。 ・ 今後 は 機械 化 ・ エ 本 化 と の 競争 へ 。 

安定 し た 雇用 を 創出 し て 社会 減 を 食い 止め 、 結 ・ 頃 写 所 得 者 の 年 収 は 全国 的 に 下方 に シブ ト 。 仕事 

婚 ・ 子 育て し や すい 環境 を 整備 する こと が 肝要 。 が ロボ ポ ボット 等 に 代 珠 され 、 低 賃金 労働 を 余儀 な くさ 
台 b ヒ トバ 

製造 業 の 雇用 創出 効果 は 低下 傾向 に ある RN 























上 記 ト レン ド を 踏ま え 戦略 的 な 雇用 創出 が 必要 。 








これ ら の 説明 を 踏ま そえ 、 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー に よる 議論 が 行わ れ ま し た 。 













































































地域 独自 の ビジ ョ ン を 作成 、 共 有 、 実 行 し て いく こと ・ 内 需 拡 大 型 の 経済 構造 改革 を 地方 か ら 起こ し て い 
が 重要 。 くべ き 。 
施策 を 継続 的 に 聞 ま ず 取り 組む こと が 重要 , ・ ILC を 契機 に 、 地 元 の 人 間 も 住 みよ い 街 く り を 
常に 啓 杜 し な が ら 危 機 意 識 を 高め て いく こと が 必要 。 し て いく こと が 大 事 
・ 工 会 議 j ー ド 事業 に 
前 向き 、 積 極 的 な 姿勢 が 求め られ て いる 。 商工 NN ド 事 業 に 取り 組む 。 
岩手 の 素材 を 積極 的 に PR し て いく こと が 必要 OAM 
地元 起業 に 対す る 優遇 措置 等 が も っ と あっ て も いい 。 a | 
ON 滝沢 イノ ベー ショ ン パ ー ク に より 、 企業 同士 の 交 
世代 同居 を 推進 し て は 。 流 、 学 生 の 就職 な ど が 活性 化 さ れ て いる 。 





























国 の マク ロ 経 済 下 策 が 重要 ・ 銀行 と し て 起業 家 育 成 の た め の フ ァ ン ド を 作る 。 
か 経済 同友 会 に お いて 未婚 者 対策 を 検討 。 

被災 地 か ら 内 陸 へ の 移住 者 の 増加 が 心配 。 将来 へ 
の 希望 が 街 を つく る 原動力 に な る 。 
・ 出生 率 の 低下 に は 経済 雇用 情勢 が 影響 を 及ぼ し て 
お り 、 経 済 雇 用 対策 が 自然 減 対 策 に な る 。 

若者 、 女 性 の 生き に くさ 対策 に 行政 も 取り 組む 
が 、 企 業 な ど に も 頑張 っ て ほし い 。 
















































































また 、 こ の 議論 の 中 で 、 岩 手 県 商工 会 議 所 連合 会 の 谷村 会 長 か ら 、 因 災 か ら の 復興 を 進め 、 い わ て の 
未来 を つ くっ て いく た め の 「 人 づく り の 取組 」 に 機構 と し て 取り 組ん で いく こと の 提案 が あり まし た 。 

岩手 銀行 の 高橋 会 長 、 達 増 知事 か ら 賛 成 意 見 が 寄せ られ 、 今後 、 作 業 部 会 の 設置 な ど に つい て 企画 委 
員 会 に お いて 検討 し て いく こと と な り ま し た 。 

詳細 に つい て は 、 後 日 お 知ら せ し ま す 。 

















いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機 関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 お あっ た ら 、 事 務 局 まで お 知ら せく だ さい 。 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 (担当 : 澤田 、 田 山 ) 
電 話 :019-629-5215 (FAXO19-629-5254) E-mail :aa0001 6pref.iwate. jp 希望 印 【 1 の て 国体 
ホー ムペ ー ジ http ://iwatemirai. com/ Ski 
































